
活動内容と成果
①�2020年東京五輪に関わる環境啓発イベントのた
めの環境系学生団体との連携
クライメートビジョン作成のための環境系学生団
体との連携、実行委員会の設立
横浜市との協働
環境省との意見交換会
②COP25、COY15へ日本青年を8人派遣
環境省との協働案を環境大臣に提案
クライメートビジョンを作成するイベントに関す
る発表
他国のパビリオンにて、日本のユースの取組みを
発表

活動内容と成果
「気候変動への適応」に関するアンケート調査を、こ
れまで当ネットワークで集取した情報により、関心
があると考えられる全国市区町村467自治体に実施
し、235の自治体から回答を得た。回答率は50%。そ
の結果をまとめた報告を回答のあった自治体に報告
するとともに、関心の高かった自治体へは訪問調査
も行った。また、行政職員向けには学習の機会を設定
し、先行事例については環境首都創造フォーラムに
おいて担当者報告により、首長や職員との情報共有
や議論の場を設定した。次年度の検討材料とするた
めのプログラム試案を作成した。

課　題
気候変動問題が現実的な問題として認識されていな
い、あるいは特に地方において情報摂取機会が限定
されている。また青年の意見が政策に反映されにく
い。

目　標
日本青年の意識が向上し、気候変動問題解決を目指
して多くの青年が行動する、また気候変動対策に対
して青年の意見・ビジョンが反映される。

課　題
適応策における行政の取組みが内部の関連部局間の
調整に留まっている。
地域住民等の参加と学習による地域主導の適応策が
不十分。

目　標
行政の公助だけでなく、地域住民等の参加と学習に
よる地域住民主体の自助や互助での適応策の推進が
可能となるプロセス、プログラムづくり。
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環境首都創造NGO全国ネットワーク

若者による気候変動の解決を導く
ビジョン作成を通じた活動の拡大と
提言の影響力強化

地域住民等主導の「気候変動適応の
共創プログラム」の開発試行と、
実践普及のための体制構築

CYJ合宿の様子

自治体、研究者、NGOの適応策情報共有

COP25で小泉環境相と対談

自治体への訪問ヒアリング

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

1年目

調査研究

ひろげる助成

1年目

COP25、COY15へ の
派遣 8 人

全国市区町村
アンケート調査実施 235 自治体

COP25報告会の開催 3 回

複数地域の調査実施と
分析 2 自治体

今年度計画の達成度 85 ％

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 15 ％

目標達成度 20 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
他団体と協力関係を構築したが、双
方の強みや理念などの考え方に違い
などが見受けられ、歩み寄ることに
苦労した。

■工夫した点
リクルーティングを1年に2回行い、
人材を確保。大型企画を実施する際
には、短期間、活動に協力する人員
を団体外からも募集する。

■苦労した点
適応策は環境部局だけでなく庁内全
体での理解と認識、取組みが必要で
あるが、財政面や人的確保が行政内
で難しい。

■工夫した点
行政主導でなく、地域住民主導での
進め方の模索、住民主体で行政協力
という発想を住民側にも持ってもら
う工夫。

日本青年の「クライメートビジョン」の30,000人への認知、また「クライメートビ
ジョン」を作成した青年を中心に、省庁と連携した協働案の創出・実施を目指す。

次年度は、地域住民等の参加と学習による地域住民主体の自助や互助での適応策
の推進が可能となるプロセス、体制づくり、プログラムづくりをすすめる。

今後の
展望

今後の
展望

活動地域

活動地域

 日本全域

 日本全域
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